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はじめに
　2017年12月1日に、青森中央短期大学にもたらされた朗報が公益財団法人・日本生態系協会主催「全
国学校・園庭ビオトープコンクール2017」における「ドイツ大使館賞」の受賞である。「ドイツ大使館賞」
とは同コンクールにおける上位５賞（文部科学大臣賞、国土交通大臣賞、環境大臣賞、ドイツ大使館賞、
日本生態系協会会長賞）の１つであり、「学校・園庭ビオトープの実践モデルとなる優れた取り組み
を行うもののうち、学校・園庭ビオトープを題材にユニークな学習・体験活動を行っているものを表
彰」（日本生態系協会）するものである。本学の受賞は、保育者育成プログラムの中にビオトープを
融合させたという独自性と全学体制の支援にその理由がある。なお、本原稿の執筆時点で、授賞式は
2018年2月11日（日）に東京大学伊藤学術謝恩ホールで行われる予定であり、そこではビオトープを活
用した教育実践を行っている幼稚園から大学までの、多数の学校が集結し、ステージ発表とポスター
発表会が同時に開催される。今回の受賞を記念して、以下では学校ビオトープを活用した本学の取り
組みについて、そのコンセプトを紹介し、続けてビオトープの、各科目における教材としての取り扱
い、地域社会と積極的に交流するアクティブラーニング的なサークル活動について詳細に報告したい。
１　ビオトープの語源と日本における用語の扱い
　日本生態系協会の説明によれば、「ビオトープ（BIOTOP）とは、生きもの（BIO）と場所（TOP）か
ら成る言葉（ドイツ語）で、地域の野生の生きものたちが生息 ･生育する空間」のことである。青森
県の人々にはまだ馴染みのないこの学術用語は、ドイツを発祥としている。1976年にドイツで制定さ
れた「連邦自然保護法」においては、生態系や動植物の保護が謳われている。その中で、ビオトープ
という言葉は法律用語として登場し、自然環境の保護、保全、発展、復元が必要だとされてきた1。日
本においては、一般的にはビオトープという用語に関する確定的な使用方法があるわけではないが、
1 ヨーゼフ・ブラープ『ビオトープの基礎知識』財団法人日本生態系協会、1997
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おおよそ自然な状態で動植物を繁栄させる場所のような意味合いで使われている。1990年代以降、都
市部を中心に環境教育の教材として注目を集め、日本生態系協会の精力的な普及活動によって、その
後、全国的な規模に拡大しつつある。
２　『センス・オブ・ワンダー』（Rachel…L.Carson,1965）における精神
　本学にビオトープを造成するにあたって、ビオトープを活用した教育・保育活動を象徴するような
コンセプトを設定しようという方向づけが行われた。法人内の関連機関の代表者（青森中央短期大学
（大沢陽子、清多英羽）、認定こども園青森中央短期大学附属幼稚園（坪谷輝子、棟方恵子、佐々木正弥）、
青森田中学園法人企画部・総務部（石田壮平、横山浩一、石田光）等、総勢8名）が集まり協議した結
果、アメリカの環境問題の著名なノンフィクション作家であるレイチェル・カーソンの著した『セン
ス・オブ・ワンダー』の中に出てくる、「センス・オブ・ワンダー」（sense…of…wonder）というキーワー
ドが教育方針のスローガンとして選ばれた。カーソンは次のように述べている。
　子どもたちの世界は、いつも生き生きとして新鮮で美しく、驚きと感激にみちあふれています。
残念なことに、わたしたちの多くは大人になるまえに澄みきった洞察力や美しいもの、畏敬すべき
ものへの直観力をにぶらせ、あるときはまったく失ってしまいます。
　もしもわたしが、すべての子どもの成長を見守る善良な妖精に話しかける力をもっているとした
ら、世界中の子どもに、生涯消えることのない「センス・オブ・ワンダー＝神秘さや不思議さに目
を見はる感性」を授けてほしいとたのむでしょう2。（下線は筆者による）
　幼児期の子どもたちは好奇心に溢れている。ひとたび、本学のビオトープに足を運べばその様子は
一目瞭然である。本学附属幼稚園の園児たちの歓声が響き渡るビオトープでは、一人一人の園児の「セ
ンス・オブ・ワンダー＝神秘さや不思議さに目を見はる感性」がいたるところで刺激されていると言
えよう。そうした子どもたちの感性に触れ、大人たちは「センス・オブ・ワンダー＝神秘さや不思議
さに目を見はる感性」の衝動に戻るかのような清新さを体験する。また、その場で子どもたちと駆け
ずり回る幼児保育学科の学生たちは保育者としての貴重な経験の機会を提供されている。
３　学校ビオトープの法人としての全学的なバックアップ体制
　ビオトープに関する法人全体の組織としては、月一度「ビオトープ会議」が開催されている。本会
議は、ビオトープ開園前に組織されたビオトープ新設検討プロジェクトが発展的に解消し、その後引
き継がれた組織であり、法人企画部長、事務局総務課等、認定こども園青森中央短期大学附属第一幼
稚園園長、主幹教諭等、青森中央短期大学幼児保育学科学科長、学科長補佐、ビオトープサークルの
代表者（予定）等から構成されており、ビオトープ運営の方向性や設置校間の合意形成の場として機
能している。
　ビオトープに関する短期大学の組織としては、学内委員会である将来構想委員会が関連事業を管轄
しており、学内行政の意思決定機関である教授会、部局長会議（共に月一度開催）において、ビオトー
2 レイチェル・カーソン『センス・オブ・ワンダー』上遠恵子訳、新潮社、1996 年、23 頁
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プにおける様々な取り組みについて承認を得たり、説明をしたりしている。幼児保育学科の教員間の
連携については、月一度の学科会議において、ビオトープに関する提案や合意形成を図っている。
　学生組織としてはビオトープサークルがあり、本年度の在籍者数は2018年1月15日現在で27名であ
る（1年生10人、2年生15人、専攻科3人）。短期大学のカリキュラムには毎木曜日の２時限目がサークル・
ボランティア活動の時間と定められており、学生はこの時間を中心に毎週打ち合わせ、ビオトープの
活動に関する企画の立案と運営を行っている。サークル組織は、２年生のサークル長（舘田伶奈）、副
サークル長（須藤李奈）を中心とした自治的組織である。毎年、12月に後輩への引き継ぎ式が行われ
ている。
　法人全体におけるビオトープに関する理解の浸透については、学園のホームページからビオトープ
サークルのツイッター（@chutanbiotope）へのリンクが貼られており、誰でも自由に閲覧できるよ
うになっている。また、学園のブログにもビオトープ関連の記事が随時掲載され、季節の活動やイベ
ントが確認できる仕様になっている。そして、地元の新聞やテレビ局の取材を受けた折には、学内の
デジタルサイネージにその様子が投稿され、広く学園内のすべての学生・教職員の知る機会を提供し
ている。
　幼児保育学科の教員におけるビオトープについての理解の浸透については、学科教員によるFD研
修会でビオトープをテーマにした勉強会を開き、全教員の共通理解のもとでビオトープの運営を行っ
ている。また、幼児保育学科の教員が附属幼稚園に赴き、附属幼稚園のFD研修会で講師としてビオ
トープの趣旨や活用方法の講演を行う等に非常的に交流の機会を持ち、附属幼稚園職員の啓発・教育
に努めている。
　上記以外にも、ビオトープ内に看板を設置して、当該箇所がビオトープとして認知されるように工
夫しているほか、現在、ビオトープサークルのメンバーが外来種の移入禁止の警告板を作成するなど、
ビオトープ付近を通る人々への理解の浸透を図っている。また、青森中央短期大学同窓会において新
規事業であるビオトープに関する発表を行い、同窓会の会報誌である「こぶしの花」にビオトープサー
クルの現役生の談話などを載せることにより、広く卒業生に理解の浸透を図っている。
４　幼児保育学科の教育課程におけるビオトープの位置づけ
　本学幼児保育学科では、教育課程にビオトープを活用したプログラムを採用している。幼児保育学
科の２年間の教育課程は、すべての学生がビオトープについてアクティブラーニングができるように
編成され、とりわけ木曜２限目は「サークル・ボランティア活動の時間」として教育課程上、特別な
時間に定められている。
　第１学年では、学生がビオトープの存在を知り、それと保育とのつながりを実感できるように、諸
科目が通年で配列されている。科目「保育課程論」においては、『保育所保育指針』、『幼稚園教育要領』、
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』に記載されている、自然やビオトープに関連する「ねらい」
「内容」についての解説、科目「保育内容総論」では「保育の環境」としてのビオトープの見学・観察、
科目「造形表現法」では、ビオトープで探すことのできる素材を活用した、見立ての「お弁当づくり」
とそれらの学内展示、科目「保育内容研究（表現）a」ではビオトープ内で聞こえてくる音に気づき「音
を楽しむ」活動、科目「保育の計画と指導」ではビオトープを活用した遊びの指導案作り、科目「保育
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内容研究（健康）b」では保護者と幼児で楽しめるビオトープのパンフレット作り、を行っている。
　第２学年では、第1学年で学んだ基礎・基本を土台にして、より実践的な学びをアクティブラーニ
ングで行っている。幼稚園教諭二種免許取得に必修である科目「教職実践演習」においては、ビオトー
プを舞台にした模擬授業が選択課題として与えられ、6人グループで共同して15分間の模擬授業を行
い、審査員から評価を受ける活動をする。学生はビオトープを念頭に置いて、教育活動の「ねらい」「内
容」「方法」を定め、指導案を協働して作成する。本番の模擬授業の実践までに、試行錯誤を繰り返し、
発表の機会に備える。また、卒業研究に当たる科目「特別研究 II」においては、ビオトープをテーマ
にした研究を個人またはグループで選択できるように設計されている。この短期大学には珍しい本学
独自の科目においては、４年制大学の卒業論文に相当する論文を作成する学生もいる。第１学年の「特
別研究 I」において論文の書き方やテーマ選択の仕方を学んだ学生は、続くこの科目の中で、個人及
びグループの関心に合わせて、保育と関わりのあるテーマを選択し、約半年をかけて論文を作成する。
本年度は、特別研究のテーマとして、ビオトープを活用した保育のための散歩コースの提案を目的と
した論文を作成するグループがある。季節ごとの散歩コースとその見所を紹介することによって、幼
児に無理なく、自然な形でビオトープの生態系に親しむことができるように工夫するための研究であ
る。
　本学のビオトープを活用した活動にはサークル活動が果たす役割が大きい。それはビオトープを活
用した発展的なアクティブラーニング（体得学習）の実施である。
　本学幼児保育学科の２年課程を過ごす中で、学生たちはビオトープに日常的・定期的に関わり、ビ
オトープを舞台に自然環境を活かした教育・保育についてのアクティブラーニングを体験する。中で
もとりわけ関心を持った学生は「ビオトープサークル」に入り、次のような発展的な学習を進めるこ
とが可能である。
【ビオトープ絵本の製作】ビオトープが積雪で封鎖されている冬季に、ビオトープの自然生態系につ
いて幼児に教えるための絵本作りをした。絵本作りは、学生が絵本のコンセプトを構想し、コマ割り
やセリフ、絵のタッチまで学生同士の議論を土台に作り上げていった。完成までに何回も打ち合わせ
を重ね、修正を加える作業の課程で、ビオトープについて深く学ぶことができた。学生たちは、絵本
の前に座ることになる子どもたちを念頭に、丁寧に作業に取り組んだ。完成した絵本『タニタニの大
冒険』は印刷所に発注して、「環境フェア2017」において青森市市民の皆様に無料で提供した。また、
その読み聞かせにはビオトープサークルの学生を動員し、青森県内の保育施設や図書館に絵本を寄贈
する予定である。
【ビオトープ看板の製作】ビオトープ開園時に公開されたビオトープの看板は、ビオトープサークル
の学生が手作りで仕上げたものである。学園の管理部に保管されていた不要な木材を再利用する形で、
デザインや使用する材料などを学生が自分で考え、幼児にわかりやすいようなイメージで作り上げた。
また、昨年の冬からはビオトープの池に外来種の移入を禁ずる趣旨の看板の作成に入った。アメリカ
ザリガニやブラックバスなどの外来種について学生自身が調べ、それをわかりやすくアピールできる
ような看板にした。現在、雪解けを待って設置する準備をしているところである。
【昆虫チャレンジ企画・運営】本学幼児保育学科の学生のうち、８割以上の学生が昆虫を触れない、
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もしくは触りたくないようである。保育者という仕事は、幼児とともに目の前の出来事を楽しむこと
にその本分があり、この意味からすれば、昆虫を一緒に捕まえたり触ったりできない保育者は残念な
存在である。そこで、サークルの学生が企画して、苦手な昆虫を克服するイベントを構想した。素手
で触れない学生のために、ゴム手袋、割り箸などを用意し、スモールステップで克服できるような配
慮をした。しかし、本年度の実現には至らなかったので、来年度はこの企画に挑戦したい。
【花輪アート企画・運営】本学ビオトープには春先から様々な雑草が花をつける。タンポポ、シロツ
メクサ、ブタナ、ハルジオン、ジシバリ、カタバミ、スミレ、コウリンタンポポなど、これらの花弁
を使って、幼児たちが楽しめる花輪アートを競い、自然を活用した保育技術の向上を目指すのが花輪
アート企画である。本年度は、6月29日（木）に実施し、優勝者には粗品が贈られた。
【セミの羽化観察会の企画・運営】本学ビオトープでは毎年7月からニイニイゼミ、アブラゼミの順番
でセミの羽化が見られる。夕方５時くらいから地中から這い出てくる。そこで、ビオトープサークル
の学生が企画したセミの羽化観察会を附属幼稚園の幼児と保護者を参加者として招いて実施した。本
年度は、7月28日（金）の夕刻に行われ、小雨の中30名ほどの参加者があった。
【他地域のビオトープの視察】2017年3月に、東京ゆりかご幼稚園のビオトープを見学しに、ビオトー
プサークルの学生6人が行った。本学に在籍する学生は全員雪国育ちなので、積雪のない冬を知らない。
積極的に県外に出て、広く日本の自然生態系を学ぶのに大変役に立った。
５　次世代保育者の育成の要諦となる道徳教育の推進
　さて、このような活動を今後も継続していく一方で、今後、本学ビオトープを活用した保育者育成
の方向性について触れておきたい。
　本学幼児保育学科に限らず、現在の日本で採用されている保育者養成のカリキュラムに関して、こ
の論稿で問題にしたいのは「自然」を活用した保育のあり方である。というのは、日本の保育者養成
課程をもつ多くの短期大学、専門学校では、この分野の教育がはなはだしく遅れていると言える。本
年度改定された、『保育所保育指針』、『幼稚園教育要領』　等において、幼児が「自然」に触れる体験
の大切さが言及されているが、保育者養成校のカリキュラムは必ずしもこれに対応しきれていない。
日本の保育者育成は地方の短期大学、専門学校に負うところが大きいが、そうした地方では小規模校
が多いこともあって「自然」の専門家が保育者を目指す学生に直接指導する機会がほぼない。そもそ
も小規模校においては、保育の専門家を常勤として揃えるのだけでも一苦労であり、「自然」を活用
した保育のために新規で適任者を採用することは非常に困難である。
　本学幼児保育学科におけるビオトープを活用した保育の本質はここにある。すなわち、現行の保育
者養成カリキュラムの構造的な穴を埋めるために、サークル活動というカリキュラム外の活動に補強
させ、本来的な「自然」を活用した保育を実施するというねらいである。
　このような環境教育・保育の視点に立って、われわれが今後目指すところのものは、ビオトープを
活用した道徳教育である。ビオトープは道徳教育の教材に溢れている。例えば、ビオトープに生息す
るメダカや小鳥、カエルの死に立ち会った子どもは、恐る恐る観察し、手で触れようとする。亡骸の
処理や生き物が死後腐食する様子は戦後、日本人たちが忘れていった自然の出来事そのものである。
こうした観察を通じて、子どもたちの体験の中に、動物の死、植物の死が累積され、それはひいては
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小学校入学後に道徳的な感性として開花することになる3。幼児期の道徳性は、少年期に接続した土台
として考えられるべきものである。系統性のある道徳教育は、私たちの社会にとって今後とも大切な
視点となるだろう。
　
3 清多英羽「戦後の教育課程における「生命」についての取り扱い : 学習指導要領の変遷の考察」（青森中央
学院大学地域マネジメント研究所研究年報 (11) 所収）17-22, 2015
